
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「自分だったらどんな服を着るのかな？」 
 

 家庭科では、無自覚だった生活行動に根拠をもち、自分にとってのよりよい生活

を見付けようとする姿を目指します。題材「着方の工夫で快適に」では、衣服に使

われる布の性質について調べ、その特徴を踏まえて、自分だったらどんな服を着る

のかを考えました。普段何気なく選んでいる服について、「触り心地」「伸びやすさ」

「保温性」「水の吸いやすさ」「風の通しやすさ」の５項目について、布の性質実験

を行い、今後の生活において根拠をもって衣服を選べるように学習を進めました。

一人一人の感じ方や生活経験の違いなど、他者の価値観に触れることで、自分の考

えを深めたり、広げたりしながら、自分にとってどんな服や着方が快適なのかを考

えることができていました。 

  

 私たちは、自分の意思をもって粘り強く学ぶ力強さと仲間の考えを受け入れなが

ら学んでいく柔軟さを兼ね備えた「しなやかに生きる子ども」を育みます。そのた

めに、他者とつながり合い、“愉しい”を見いだす学びを大切にしていきます。多

様な個を認め、高め合いながら学べるように「教材化」「教師の立ち位置」の二つ

の視点から、子ども一人一人を大切にした授業の在り方を探っていきます。 

 

 

５学年 家庭科 

「着方の工夫で快適に」 

令和 8 年 7 月 27 日（月） 

しなやかに生きる子ども 



 
家庭科 ５年「着方の工夫で快適に」より 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本題材では、自分なりの快適な「着方」を

考えることができるように、生活と直結した

実践的な学びを目指し、二つの教材化を考え

ました。 
一つ目は、子どもたちがよく目にする天気

予報や時間割を提示しました。天気や気温、

その日の学習を見て、「自分だったらどんな服

を着るのか。」内容をテーマとすることで、題

材を通して、自分にとってどんな衣服が快適

であるのかを考えることができました。 
二つ目は、普段よく着ている衣服について

事前アンケートを行い、その結果を基に「ウ

ィンドブレーカー」「フリース」「トレーナー」

「ジャージ」「綿Ｔシャツ」「スポーツＴシャ

ツ」の６種類の衣服を用いて実験を行いまし

た。普段子どもたちがよく着る衣服を扱うこ

とで、何気なく選んでいた衣服の特徴や性質

に関心をもって実験を行うことができ、根拠

をもって衣服を選択することがことができま

した。 

 

 

 

 

多様な個が生きる教材化 視点１ 

視点２ 

 布の性質実験を通して、子どもから出る多

様な気付きを引き出し、他者とのつながりが

生まれるようしました。 
実験を進める中で、子ども一人一人の感じ

方や気付きに対して、共感したり、疑問を投

げかけたりすることで、子ども同士を他者と

つなげ、自分の考えをより深めたり、広げた

りすることができました。「スポーツＴシャツ

は思ったより水を吸わなかった。」「フリース

って意外と水を吸ったね。」などの子どもから

出た呟きをつなげることで、子ども一人一人

の感じ方の違いや気付きに着目できるように

しました。 
普段何気なく選んでいる衣服には、それぞ

れに性質があることに気付けるように、メー

ターを使い、６種類の衣服の性質を比べ、衣

服を重ねることで補える性質があることを確

認しました。全体交流では、子どもと一緒に

結果を整理したり、まとめたりすることで、

衣服を選択する際の根拠や理由をもつことが

できました。 



 
家庭科 ６年「共に生きる地域での生活」より 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本題材では、自分たちが住んでいる地域の

実態を知り、それらを自分事として捉えられ

るように、これまでの無自覚に行っていた生

活の営みに目を向けました。題材の導入では、

地域の人から直接、地域のよさや困り、協力

してほしいことを聞くことで、課題意識を生

み、地域の人々との関わりを必要なものとし

て捉えることができるようにしました。また、

題材を通して、町内会のエリアマップを用い

ることで、子ども一人一人が「地域＝自分が

暮らす生活の場」として捉えることができま

した。 
 題材の中で、実践的な学びを実現するため

に、「実践ウィーク」を設定し、一人一人が自

分のペースで地域と関わる時間を確保しまし

た。実践を振り返り、「安全・安心」「住みや

すい」「明るく・元気」の視点に加え、持続可

能かどうかという見方をすることで、同じ実

践でも捉え方が異なることを実感し、多様な

価値観が表れました。 

多様な個が生きる教材化 視点１ 

多様な個が生きる教師の立ち位置 視点２ 

 教師は、子どもが行った実践を通して得ら

れる多様な気付きや発見に寄り添い、他者と

つなげる立ち位置をとりました。本時では、

「安全・安心」「住みやすい」「明るく・元気」

という３つの異なる視点をもつ子ども同士で

交流する場面で、「この実践なら自分もできそ

うと思うものはある？」と問うことで、自分

が行った実践以外にも、地域との関わりにつ

いて考えを深めたり、話し合いによって考え

を広げたりすることができました。 
 題材を通して、地域をよりよくするために

実践したことや、その振り返りを ICT に蓄積

できるようにしました。全体交流では、オク

リンクの画面をテレビに映すことで、個の考

えを共有できました。黒板では、３つの視点

ごとに整理していくことで、他者の考えに触

れ、そこで得た気付きを基に、地域とよりよ

く関わっていくための考えを深めました。 


